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要要約約

 

平成 年３月に新たな中学校学習指導要領（以下，学習指導要領）が告示され，中学校におい

ては令和３年度より全面実施となった。今回の学習指導要領では，豊かな心や創造性の涵養を目指

した教育の充実に努め，その育成に当たっては，主体的・対話的で深い学びを実現するための授業

改善が必要であると述べられている。 

そこで本校社会科では，学習指導要領の改訂に伴い，資質・能力を育むための授業デザインの在

り方を見直し，「何ができるようになるか」を明確に捉えた授業デザインの在り方について実践を  

重ねてきた。本稿は，その成果を授業デザインの手順に沿って報告するものである。

 

キキーーワワーードド：課題追究型，課題探究型，単元を貫く学習課題，単元ワークシート，学習評価   

実践の概要と経緯

学習指導要領の改訂に伴い，すべての教科等で目標が三つの柱で整理された。つまり，「何がで

きるようになるか」という育成を目指す資質・能力がすべての教科等で整理され，明確になったと

いうことである。本校では，「授業デザイン」を「育成を目指す資質・能力を明確にして授業づく

りをしていく，一つ一つの取組や一連の取組」であると捉えている。これを受けて，本校社会科に

おいても，単純な１単位時間の授業づくりだけではなく，資質・能力のつながりや学習活動のまと

まりの中で授業をデザインしていく方法や在り方を検討していくこととなった。

 
* 鹿児島大学教育学部附属中学校 教諭 

実践報告 
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単元の授業デザインの在り方

単元で育む資質・能力の明確化

１単位時間で「知識及び技能」を習得させ，「思考力，判断力，表現力等」を磨いて，「学びに向

かう力，人間性等」を高めていくことは難しい。３年間の中で，バランスよく意図的に資質・能力

の育成を目指す必要がある。そして，小学校までに身に付けた資質・能力と，高校への学びのつな

がりも意識しなければならない。今回の学習指導要領改訂に伴って，社会科では小学校と中学校の

目標が整理され，育成を目指す資質・能力のつながりが明確に示されている。表１は，その一部を

抜粋してまとめたものである。

小学校学習指導要領社会科｢教科目標｣ 中学校学習指導要領社会科｢教科目標｣

社会的事象の特色や相互の関連，意味を多角的に

考えたり･･･

社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連

を多面的・多角的に考察したり･･･

社会に見られる課題を把握して，その解決に向け

て社会への関わり方を選択・判断したり･･･

社会に見られる課題の解決に向けて選択・判

断したり･･･

考えたことや選択・判断したことを適切に表現す

る力を養う。

思考・判断したことを説明したり，それらを

基に議論したりする力を養う。

また目標だけでなく，｢見方・考え方｣についても小・中学校間でのつながりが整理された。小学

校と中学校の地理的分野・歴史的分野では，「見方・考え方」を働かせて，社会的事象の特色，意味

などを考えることが目指されている。その後に学習する公民的分野においては，「見方・考え方」を

働かせて，社会に見られる課題の解決に向けて選択・判断し，社会の枠組みを大きな概念として捉

えるようになることが求められている。

授業をデザインするに当たっては，指導する単元が学習指導要領でどのように位置付けられてい

るのか把握することはもちろん，育成すべき資質・能力や働かせたい｢見方・考え方｣についても，

小学校とのつながりを意識することが欠かせない。

単元で指導すべき内容の分析

単元において生徒が資質・能力を身に付けられるようにするためには，その単元において指導す

る内容を適切に分析し，教材化しておくことが必要となる。単元の指導内容を分析する際には，図

１のようにイメージするとよいだろう。

表１ 育成すべき資質・能力の小・中学校におけるつながりが読み取れる部分

図１ 単元の指導内容を分析する際のイメージ



岩川朋之 ・宮ヶ谷雄二・前園清幸：資質・能力を育むための社会科授業デザインの在り方 15宮ヶ谷・岩川・前園：資質・能力を育むための社会科授業デザインの在り方

図１を例に「アフリカ州の地域的特色と課題」について，分析する。仮に「産業」の視点だけに

着目して捉えたとき，生徒は「第一次産品に頼ったモノカルチャー経済」であることを地域的特色

として述べ，「モノカルチャー経済による経済不安からの脱却」を課題として記述すると予想でき

る。しかし，「アフリカ州の地域的特色と課題」は「産業」の視点だけに着目して捉えられるもの

ではなく，ヨーロッパ諸国による複雑な植民地支配が背景にあること，資源・エネルギーをめぐる

紛争が絶えないことなど，｢産業｣以外の複数の視点に着目しなければ，アフリカ州の本当の｢地域

的特色と課題｣を捉えることはできない。図１のように，単元の指導内容を図式化して分析するこ

とで，生徒に着目させたい視点を明確にすることが可能となる。それが明らかになって初めて，必

要となる教師の発問や提示資料を具体的にイメージすればよいのであって，発問や提示資料だけを

先に考えても，指導すべき内容の本質には迫れないのである。

生徒の実態に即した指導計画の作成

指導者である教師にも得意教科や分野があるのと同様に，生徒によっても興味・関心の度合いや

既習事項の習熟度等が異なる。ある学級では上手くいったのに，違う学級では全く生徒の反応が異

なる，などという場合も多い。あくまでも学習する主体は｢生徒｣であって，教師の自己満足であっ

てはならない。教師には，生徒の実態に合わせて指導内容を適切に修正していく力や，柔軟にカリ

キュラムを調節するゲートキーピング力も求められている。

「内容のまとまり」と「単元」を意識した指導計画の作成

指導計画を作成するにあたり，まず意識すべきことは｢内容のまとまり｣に基づいて，｢単元｣をど

のように設定するか，である。「『指導と評価の一体化』における参考資料社会（以下，参考資料社

会）」では，｢内容のまとまり｣と｢単元｣の大小関係が図２のように３つに整理され，具体的な事例

図２ 地理的分野における項目構成とケース１～３の関係

図３ 第２学年歴史的分野における単元配列の例
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とともに紹介されている。

図２中のケース１～３それぞれで，「単元」と「内容のまとまり」の大小関係が異なって示され

ている。ケース１を｢内容のまとまり＝単元｣，ケース２を｢内容のまとまり＞単元｣，ケース３を

｢内容のまとまり＜単元｣としており，社会科においては，｢内容のまとまり｣と｢単元｣の大小関係は

授業者の意図によって自由に解釈可能であると考えられる。また，｢内容のまとまり｣を授業者が独

自に捉え，単元配列を組み替えた，新しい｢単元｣を構成することも可能となる。

教科書の目次で示されている単元の配列は，各教科書会社が学習指導要領や解説社会編の意図を

汲んだ上で構成したものに過ぎない。目の前の生徒の実態や学校，地域の実情に応じて適宜修正を

図りながら，常に｢生徒の視点｣に立った指導計画を作成し，｢生徒の立場｣を意識した授業をデザイ

ンするように心掛けたい。以下に本校社会科の事例を紹介する。

図３は，第２学年歴史的分野における単元配列の例である。学習指導要領に示された大項目Ｃの

中項目⑴｢近代の日本と世界｣のうち，小項目 ｱ ｢欧米における近代社会の成立とアジア諸国の動

き｣を単元として設定した。図２中のケース２（内容のまとまり＞単元）と同じ考え方に則ってい

る。日本史の背景として世界史を先に学習する，従来の単元配列ではなく，近代日本の特色をより

深く追究していくために，開国による日本国内への影響を十分に学習し，その背景となる世界の動

きを学習する構成とした。

「単元」に応じた学習活動の選定

これまで社会科では，問題（課題）解決を図る学習過程を通じて，社会的事象への知識・理解を

深めようとする授業が多く行われてきた。学習指導要領解説社会編（以下，解説社会編）において

は，≪従前，小学校で問題解決的な学習の充実，中学校で適切な課題を設けて行う学習の充実が求

められており，それらの趣旨を踏襲≫すること，さらには≪社会との関わりを意識した課題を追究

したり解決したりする活動の充実が重要≫であると示されている。つまり，今後もより一層，社会

科において問題（課題）解決を図る学習過程に沿った指導と，その工夫が求められることとなる。

本校社会科では解説社会編で示された内容を踏まえ，図４のように｢課題追究型｣と｢課題探究型｣

の２つの学習活動を設定し，単元に応じて適宜選択しながら，授業をデザインしている。社会科に

図４ 「課題追究型」と「課題探究型」の学習活動のイメージ
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おける一般的な学習過程は，図５の通りであるが，図４で示した｢課題追究型｣，｢課題探究型｣のど

ちらの学習活動も，基本的には図５の学習過程に組み込んで展開することが可能となっている。

「単元を貫く学習課題」の設定

「学習目標」とは，資質・能力の三つの柱を踏まえて設定される。つまり，その単元を通して生

徒が「何ができるようになるか」を示したものが単元の「目標」だと言い換えられる。一方「単元

を貫く学習課題」は，単元の中で生徒が具体的に取り組むことや，繰り返し考える問いを指してい

る。追究・探究の学習活動による「単元を貫く学習課題」の解決を通じて，単元の「学習目標」の

達成を目指す，という関係性であることに注意したい。

また「単元を貫く学習課題」の解決を図るためには，生徒が「社会的な見方・考え方」を働かせ

ながら追究・探究の学習活動に取り組む必要がある。その場合， ／ といった単純解答が可能

な学習課題よりも，複数の解答や解釈が可能な学習課題の方が，生徒の「見方・考え方」を働かせ

るには適している。「単元を貫く学習課題」を設定する際に本校社会科がポイントとして捉えてい

る点を図６に，実際の「単元を貫く学習課題」の例を図７に示した。

動機付け課
題
把
握

課
題
追
究
・
探
究

課
題
解
決

方向付け

情報の収集

考察・構想

まとめ

振り返り

● 学習課題を設定する。
・ 社会的事象を知り，気付きや疑問を出し合う。

● 課題解決の見通しをもつ。
・ 学習課題の解決へ向けた予想や仮説を立てる。
・ 学習課題の解決を行うための方法を考え，学習計画を立てる。

● 課題解決へ向けて追究する。
・ 教師が提示した資料を基に，
情報の分析を行う。

・ 他者と情報を共有する。

● 収集した資料に基づいて，多面的・多角的に考察する。
・ 社会的事象の意味や意義，特色や相互の関係性を吟味する。
・ 話し合ったり討論したりして，自他の考えや主張を深め広げる。

● 課題の解決へ向けて，構想する。
・ 複数の立場や意見を踏まえ，自らで選択・判断を行う。

● 学習課題について考察・構想したことをまとめる。
・ 結論付けたことを，レポートや新聞等に表現しまとめる。
・ 自らの結論に基づいて，他者との合意形成を図る。

● 学習してきた内容や学習方法を振り返って，考察する。
・ 自分の調べ方や学び方を振り返って評価し，次時へつなげる。
・ 学習してきた内容を発展させ，新たな問いや課題を見いだす。

● 課題解決へ向けて探究する。
・ インターネット等で様々な情
報を収集し，分析する。

・ 他者と情報を共有する。

図５ 社会科における一般的な単元の学習過程
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「単元を貫く学習課題」を設定したら，その単元における１単位時間でどのような学習課題を設

定するか，検討していかなければならない。本時における学習課題の内容は，「課題追究型」と

「課題探究型」で大きく異なる。適宜，学習活動の形態に合わせて使い分けながら，学習課題を設

定していくことが求められる。なお本校では，「課題探究型」の授業では「生徒が本時に行う学習

活動」を本時の学習課題として示し，「課題追究型」の授業では「生徒が本時で学習する内容」を

本時の学習課題として示すようにしている。

ルーブリックの作成

ルーブリックとは，学習の到達度を示す評価規準を，観点とその尺度（Ａ Ｂ Ｃなどの判断の基

準）を合わせて表にしたものを指す。一般的に授業とは，まず生徒全員が「おおむね満足できる状

況」（Ｂ）と判断されることを目指して指導すべきと考えられている。つまり（Ｂ）に当たる文言

は，学習目標の裏返しと言い換えられるだろう。また（Ｃ）と判断される生徒に対しては，生徒の

実態に応じた個別の支援策を即時に講ずる必要があるとも考えられる。こういった生徒の実態を判

断するには，事前に評価の尺度等をルーブリックにまとめておくことが有効となる。

本校社会科では表２のようなルーブリックを，生徒へ事前に提示している。表２を生徒のワーク

シート内に示したり，単元の導入時にスライド等で示したりすることで，単元を通して「何ができ

るようになればよいか」をイメージし，生徒が主体的に学習へ臨むことができると考えている。

図６ 図７ 「単元を貫く学習課題」の例

表２ 生徒へ示す単元のルーブリックの例
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単元ワークシートの作成

授業では一般的に，１単位時間ごとに板書やワークシートを用意することが多い。板書やワーク

シートも，生徒の知識や考えを可視化するツールとして有効ではあるが，前後の授業とのつながり

や自らの考えの変化の過程を一目で把握したり，振り返ったりすることには向いていない。

そこで本校社会科では，単元ごとに１枚のワークシートを作成し，１枚のワークシートで単元の

全ての学びを見通し，振り返ることができるよう工夫している。単元ワークシートを作成する際に

は，①生徒が考えまとめた内容を，単元全体の学習の履歴として１枚に記録できるか，②学習の履

歴をすぐに見取り，教師の指導と生徒の学習改善へ生かすことができるか，③生徒と教師が共に，

単元全体の学習内容を１枚で見通すことができるか，④生徒と教師が共に，単元全体の学習内容を

１枚で振り返ることができるか，の４つの事項を確認しながら作成を心掛けている。図８にその例

を示す。

まず図８中①は，生徒が「単元を貫く学習課題」に対して自らの主張を述べたり，その主張を裏

付けるための探究活動に必要な着目点や問い，資料を考えたりする部分である。次に図８中②は，

表２と同じものが記載されている。《単元の学びを評価する基準》を常にワークシート上で示して

おくことで，生徒は単元の学習を通じて目指すべき姿を自分自身で確認しながら，学習を進めてい

くことが可能となる。図８中③には，探究活動を通じて学習した内容を整理する思考ツールが配置

図８ 単元ワークシートの例（第２学年地理的分野・北海道地方）
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され，自らの主張をより構造的に捉えることができるようになっている。最後の図８中④は，「単

元を貫く学習課題」に対する最終的なまとめを論述する部分となっており，ワークシートに記録さ

れた自らの学習履歴に基づいて，書き進めていくこととなっている。

単元ワークシートを用いた評価

どれだけ綿密な授業をデザインしても，単元の学習を終えた後の生徒の実態をしっかりと把握し

なければ，その単元の授業の有効性を見取ることはできない。ここからは，授業デザインがどの程

度有効であったかを見取るための評価の在り方について述べる。

参考資料社会では≪細かな事象を羅列して求めることのないよう留意する≫ことが，「知識・技

能」の評価を行う際に留意すべき事項として挙げられている。そこで本校社会科では，表３のよう

に「知識・技能」における評価の判断の基準を設定した。図９は，「知識・技能」を見取る際に活

用した単元ワークシートの一部を拡大したものである。

図９では，「食」「観光客」に関する複数の資料を収集し，分析していることが分かる。しかし

ながら，これまでの授業において学んだ事項を，北海道地方の地域的特色を理解することと結び付

けて捉えられていない。例えば，地理的分野・北アメリカ州で学習した「広大な土地では，大型機

械を用いた企業的農業が行われていること」と結び付けていれば，北海道地方の「自然環境を生か

した多角的な農業経営」との共通項を見いだし，北海道地方の地域的特色をより深く理解できたと

考えられるため，（Ｂ）と判断した。

参考資料社会では≪「社会的な見方・考え方」は，とりわけ「思考力，判断力，表現力等」の育

成に当たって重要な役割を果たすもの≫とされており，各分野に応じた≪それぞれの「見方・考え

方」を視野に≫入れた「思考・判断・表現」の評価規準の設定が求められている。そこで本校社会

科では，表４のように「思考・判断・表現」における判断の基準を設定した。図 は，「思考・

判断・表現」を見取る際に活用した単元ワークシートの一部を拡大したものである。

論拠において述べられる解釈は，明確な根拠や事実に基づいていることが大前提である。図

においては，「食を楽しむこと」と「人気ランキング」の関連性が明確になっていないことから，

根拠や事実に基づかない個人の解釈の範囲内で述べられたものだと判断した。また，単元を貫く学

習課題「北海道地方は本当に『魅力ある地』と呼べるのだろうか」に対して，「魅力がある」とい

う立場に沿ってのみ論拠が述べられていることから，複数の着目点や立場に沿った探究活動には至

表３ 「知識・技能」の判断の基準

図９ 「知識・技能」で（Ｂ）に当たる例
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っていないと考え，（Ｂ）と判断した。

参考資料社会では≪「主体的に学習に取り組む態度」を育む上で，生徒が学習の見通しを立てた

り学習したことを振り返ったりする活動を計画的に行うこと≫の重要性が述べられている。そこで

本校社会科では，表５のように「主体的に学習に取り組む態度」の判断の基準を設定した。また≪

ある程度長い区切りの中で適切な頻度で『おおむね満足できる』状況等にあるかどうかを評価する

などの工夫を行うことも重要≫とも述べられていることから，地理的分野・北海道地方と九州地方

の２つの単元において，重点的に「主体的に学習に取り組む態度」の評価を行った。

図 は北海道地方の単元ワークシートにおいて，「生徒が学習の見通しを立てる」場面に関わ

る箇所を拡大したものである。図 では，生徒は自らの探究活動に必要な着目点を複数挙げるこ

とができており，その着目点に沿った問いや資料も具体的に考えられている。しかし，他者の意見

（図 内下線部）をワークシート内に書き足しただけで，自ら考えた着目点や問いと比較して関

連性を見いだすところまでは至っていないことから，（Ｂ）と判断した。

表４

図 「思考・判断・表現」で（Ｂ）に当たる例

表５

図

図
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また図 は九州地方の単元ワークシートにおいて，同様に「生徒が学習の見通しを立てる」場

面に関わる箇所を拡大したものである。図 と比較すると，図 では他者の意見（図 内下線

部）を自らの着目点や問いと関連付けて再考し，新たな問いとして設定できている。さらに，図

では７Ｗ１Ｈの疑問詞と単に組み合わせただけの問いが多かったのに対し，図 では地理的な

見方・考え方をおのずと働かせながら問いを設定できていることが分かる。よって，九州地方の授

業においては「主体的に学習に取り組む態度」が（Ａ）に到達していると判断した。

図 ， のように，ある程度の長い区切りを設けて生徒の成長を見取ることが「主体的に学習

に取り組む態度」の評価を行う上では大切なのである。

本時の社会科授業デザインの在り方

学習内容に応じた学習活動の選定

単元の授業デザインが完成したら，次に１単位時間である「本時」の授業をデザインしていく必

要がある。「本時」の授業をデザインする際も，「単元」の授業デザインとのつながりを意識しな

がら進めていくことが大切となる。「本時」の授業における学習目標を達成することが，「単元」

の授業における学習目標を達成することにつながっていくことを踏まえなければならない。ここで

は，「課題追究型」の学習活動を取り入れた１単位時間の授業を紹介する。図 を参照いただき

学習活動 指導上の留意点

１ 五・一五事件の概要を把握す
る。

２ 学習課題を確認する。

１ 前時で学習した浜口雄幸狙撃
事件と同様，首相が死傷した重大
事件であったにも関わらず，国民
の声により首謀者らの処罰が軽
くなったことを紹介する。

２ 学習課題を共有する。

３ 当時の日本と国際情勢をふ
まえ，国民が政府に対して批判
や不満を抱いた背景を整理す
る。

４ 満州事変から五・一五事件，
国際連盟脱退，二・二六事件ま
での流れを整理する。

５ 国民が軍部を支持した理由
について，資料を基に考察す
る。

６ 資料集の年表を確認し，同時
期に同じような動きをした国
がないか確認する。

３ 前時までの学習を振り返り，政
府への批判や不満が高まってい
た背景を確認できるようにする。

４ 五・一五事件が発生する前後の
流れを説明し，ノートにまとめる
ことで理解できるようにする。

５ 国民が軍部を支持するように
なった背景を資料から読み取ら
せ，中国侵略が単なる領土拡大で
はなく，恐慌を打開するための手
段であったことに気付けるよう
にする。

６ ドイツ，イタリアも同時期に対
外侵略を行っており，再軍備等に
よる軍の力が増大していたこと
に触れる。

７ 国民の支持を得た各国の軍
部が，この先どのような政策を
とっていくのか予想する。

７ 小学校までに学習した内容も
ふまえながら，今後の学習に対す
る見通しをもてるようにする。

生徒の興味・関心
を高められる導入と
なるよう工夫するとよ
い。

３・４フレームは，
教科書の内容をしっ
かりと定着させるた
めに，教師が説明を
行う場面となってい
る。

５フレームからは，
生徒が「課題追究
型」の学習活動を行
う場面となっている。

導

入

展

開

終

末

図 「課題追究型」の学習活動による歴史的分野の授業実践例

「課題追究型」を
主とする授業では，
生徒の「学習内容」
を，本時の学習課題
として設定するとよ
い。

なぜ多くの国民が軍部を支持したのだろうか。
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たい。

どのような授業においても，生徒が「もっと考えたい」と思うようなきっかけづくりは欠かせな

い。図 の導入部分では，一国の首相が襲撃されるという重大事件が起きながらも，その首謀者

らの処罰が軽く済んだという事例を紹介し，生徒が当時の政治的背景へ疑問を抱けるような工夫を

行っている。

歴史的分野の学習では，「推移」，「時期」といった歴史的な見方・考え方を働かせることがで

きるよう，その土台となる知識を確実に定着させておく必要がある。そこで図 中の３・４フレ

ームでは，確実に本時でおさえなければならない語句（五・一五事件，犬養毅，満州事変等）につ

いて教科書等を用いて確認し，ノートへまとめることで定着できるようにしている。ここまでの授

業展開を経て，５フレーム目の課題追究が始まっていく。

図 のような授業であれば，十分に１単位時間の中で「課題追究」の学習活動を実施できると

ともに，「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の資

質・能力の三つの柱の育成もバランスよく行うことが可能であると考えられる。

学習内容に応じた提示資料の選定

導入でどれだけ生徒の興味・関心を高めても，結局最後に教師側が答えを言うような授業では意

味がない。学習課題を意欲的に追究していくためには，生徒が実際に追究する活動を経て，何らか

の解を自らの力で得られるような資料を提示する必要がある。

本校社会科では，まず教科書，地図帳，学校独自で購入している生徒用資料集を基に教材研究を

進める。その上で，教科書等と結び付けることで学習課題の解決へ迫ることができる資料を追加で

選定し，生徒へ提示するようにしている。学習課題の解決へ迫るためには，複数の資料を組み合わ

せて生徒が自分なりに解釈し，最適解・納得解を導き出すことが大切である。なお資料を選定する

際には，①複数の資料を比較し，共通点と相違点を読み取ることができるものであるか，②複数の

資料を比較し，原因と結果を読み取ることができるものであるか，③生徒のもつ既有知識・経験を

図 授業にて提示した資料の例
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補足することができるものであるか，④提示する資料そのものに，妥当性・信頼性があるか，とい

った４つの事項を念頭に置いていることを紹介しておく。図 は，その４つの事項に基づいて選

定し，図 の授業において実際に生徒に提示した資料の例である。

「なぜ多くの国民が軍部を支持したのだろうか。」という学習課題を解決するに当たっては，当

時の政治的背景のみならず，世界恐慌に端を発した日本国内の昭和恐慌等，悪化する経済状況を合

わせて追究していく必要があると考えた。そこで，図 のように「経済」の視点に着目して複数

の資料を選定し，授業の中で生徒へ提示したところである。

学習活動に応じた思考ツールの活用

追究・探究の学習活動では，自分の思考を「発散」させると同時に，追究・探究することで得た

情報を「収束」させ，課題の解決のために整理していく必要がある。本校社会科で活用している思

考ツールの事例を２つ紹介する。

まず１つ目は「トゥールミン・モデル」（図 ）である。これを活用すれば，自分の思考を可視

化するとともに，構造的に整理することが可能となる。さらに，トゥールミン・モデルを活用して

論理的に社会的事象を捉えることができれば，個人の生活経験や解釈だけに基づいた誤った社会認

識に陥るのを防ぐことにもつながると考えられる。

次に２つ目は「マンダラチャート」（図 ）である。解説社会編においては，「多面的・多角

的」の文言が多用されている。｢多面的・多角的｣とは，同じく解説社会編にて《学習対象としてい

る社会的事象自体が様々な側面をもつ多面性》と《社会的事象を様々な角度から捉える多角性》と

説明されている。すなわち社会科では，「多面的・多角的」に社会的事象を考察していく学習が求

められているということである。

そこで本校社会科では，生徒が「多面的・多角的」に社会的事象を捉え，考察することができる

よう，図 のような「マンダラチャート」を活用して指導を行っている。そもそも「マンダラチ

ャート」とは，３×３の９マスで構成される思考ツールの一つである。主に目標やアイデアなどを

可視化する際に用いられることが多い。中央のマスには，「自分の考え」や「主張」，「意見」，「学

図 トゥールミン・モデルの活用例 図 マンダラチャートの例
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習課題」といった追究・探究活動の対象が置かれ，その対象を追究・探究活動によって深めていく

際に着目すべき視点が，周囲の８マスに示されていく。つまり，周囲のマスに書かれた８つの視点

に着目して追究・探究活動を進めていけば，「多面的・多角的」に社会的事象を考察し，中央のマ

スに書かれた「学習課題」の解決や「主張」，「意見」のまとめにつながっていくという仕組みにな

っている。

学習活動に応じたＩＣＴの活用

追究・探究の学習活動では，ただ調べたり分析したりする活動を取り入れればよいのではなく，

追究・探究活動によって学んだ内容を，生徒自らで適切に表現していく必要がある。これまでもノ

ートにまとめたり，写真や資料を貼り付けたポスターや新聞等を作成したりして，自分の学習した

内容を表現する取り組みが行われてきた一方で，大量の材料が必要となること，作業に膨大な時間

がかかること，完成した作品の管理がしにくいこと，生徒自身が学びを振り返りにくくなることな

ど，多くの問題点も挙げられてきた。

そこで本校社会科では， スライドを効果的に活用し，生徒の学習履歴を適切に管理でき

るよう工夫している。 スライドとは，生徒が自分の考えを文章で入力したり，画像や資料

を貼り付けてまとめたりする際に活用できるプレゼンテーションソフトの１つである。図 に，

その実践の一部を紹介する。

図 では，「北海道地方は，本当に“魅力ある地”と呼べるのだろうか」という単元を貫く学

習課題に対し，生徒が探究活動の過程で得た情報をまとめたものである。通常なら印刷する必要が

ある写真や資料等の情報を，そのままスライドへ貼り付けて整理することができていることが分か

る。

以上のようにＩＣＴ機器は，生徒が追究・探究活動をより円滑に進めることができたり，教師が

生徒の進捗状況を瞬時に把握して指導を行えたりするなど，生徒と教師双方に大きなメリットをも

たらす。ただし，「ＩＣＴ機器の使用」を第一目的として授業をデザインするのではなく，生徒が

身に付けるべき資質・能力の育成に効果的であるかどうか，を必ず念頭に置き，ＩＣＴ機器活用の

是非を検討するように心掛けなければならない。

図 生徒が作成した スライドの例
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成果と課題 

○学習指導要領が目指す資質・能力の育成を図るための社会科授業デザインの在り方とその具体 

的なモデル授業を，地理的分野・歴史的分野・公民的分野の各分野において複数検討することが 

できた。 

○学習指導要領が目指す資質・能力の育成を図るための社会科授業デザインの在り方の検討を通  

して，適切な指導方法（手立て）や評価方法の具体について実践を積み重ねることができた。  

▲課題探究型の学習活動を取り入れた社会科授業デザインが，最も資質・能力の育成に効果的で  

あることが明確となった一方で，学習活動の展開に費やすことのできる時数の確保など，年間を 

通じた弾力的なカリキュラム・マネジメントが必要である。 
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